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はじめに
兵庫県朝来郡生野町に源を発する市川水系において,
オオサンショウウオの調査を始めてから20年が過ぎた｡
山のようなデータが半ば腐れかかっている｡頭の中まで
腐らぬ内にと整理にかかったが,オオサンショウウオに
関する多くの論文を読み,自分なりに書き進めているう
ちに言葉の表現に困ることが多々出現した｡諸先輩が,
それぞれの表現を用いていることもあるが,自分自身で
ち,その時その時に思い浮かんだままの表現をしている
ことに気づいたのである｡厳密な言葉の定義にまで踏み
込むのは得手とするところではないが,自分なりの整理
をっけることと,皆様からのご批判,批評を頂くことで
修正を加えつつ,最終的にまとまりがつけば良しと考え
て思いっくままに記することを試みたい｡

1　和名　オオサンショウウオ
今更なにを言うのかと言われそうだが,現在日本の標
準的な動物図鑑である,新日本動物図鑑(北隆館)の前
身である日本動物図鑑(昭和2年刊),同(昭和22年改
訂増補版)や岩波書店の動物学辞典(昭和10年刊)では
｢はんざき｣の名前で記載されている(図1)0
辞書の横綱といわれている,広辞苑の第一版(昭和30
年)では｢さんしょううお｣と,第二版(昭和44年)で
は｢さんしょううお｣の項にサンショウウオ科とオオサ
ンショウウオ科の総称という説明だけで,オオサンショ
ウウオに関する解説はない｡ ｢ほんざき｣の項にオオサ
ンショウウオの別称とあるのみである｡第三版(昭和58

年)でやっと｢おおさんしょううお｣となっている｡
生餌義博編｢日本-ンザ手業覧｣に収録された古今の
文献を見ると,明治時代には｢ハンザキ｣が主流で,昭
和時代に入ると｢オオサンショウウオ｣が増えている｡
大野正男｢日本産主要動物の種別文献目録(23)オオサ
ンショウウオ(1)｣に収録された570文献中のタイトルに

｢ハンザキ｣と出ているものは61編(1903-1989年)で

｢オオサンショウウオ｣は266編(1900年以降)である｡

ただし1900年の文献では｢大サンセウウヲ｣となってお
り,単に大きなサンショウウオの意味で使われたものと
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図1　日本動物図鑑(1927)　北隆館よLJ

も考えられる｡昭和27年に特別天然記念物に指定される
以前には｢ノ､ンザヰ｣は61編中55.7%, ｢オオサンシ=

ウウオ｣は266編中8.3%しか使われていない｡このこと
は文化財保護法の影響が大きいものと考えられる｡
また,英語の"giant salamander"から｢大きな

さんしょううお｣という和訳がなされることも原因の一
つではないかと考えられる｡私自身,標準和名は簡単明
瞭がよいと言う考えなので, ｢-ンザキ｣を使いたい気
持ちが強いが大勢に流されてしまっている｡生駒も同様
に｢-ンザキ｣という名が大好きなので日本名としたい
と述べている｡せめて,中国産はシナ-ンザキ,米国産
はアメリカ-ンザキと呼びたいと思うがシナは差別用語
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とされているため,チュウゴクハンザキとしなくてはな

らないようだ｡

最近になって,日本特産の生物にはニホンとかニッポ
ンという言葉を豆削こ付けることを提唱する人がいてニホ
ンイシガメとイシガメは別種だと子供たちに思い込ませ
ている例がある｡しかし,彼らがニホンオオサンショウ
ウオと言っていないのは理解しがたいところである｡私
は-ンザキの4文字が簡明であり,オオサンショウウオ
の9字にニホン又はニッポンを付けて12文字や13文字に
する気持ちは全くない｡広く定着した名前を徒に変える
ことは混乱の元である｡それにしても誰がオオサンショ
ウウオと呼び始めたのであろうか?

2　障れ家と産卵場所
岡山県真庭郡では｢居屋｣ (いや)という言葉が使わ
れるそうである｡佐藤(1943)によれば｢産卵場所｣を
示すそうであるが,生駒(1963)は｢平常の住処｣とし
ている｡さらに川口はか(1976)では｢産卵場所以外の
住む穴｣を｢居屋｣と呼び変えることを提案している｡
その他に巣孔,巣穴,産卵巣,繁殖巣穴,繁殖巣,産卵

写真1　平坦な川中の小岩の醸れ家

写真2　醸れ豪兼産卵場所の横穴(穴のロは30cm位だが､
奥は白線で囲まれた広大な広間となっている)

孔などの記載がなされている｡
繁殖のための場所は土窟や岩窟もあれば岩棚の場合も
あり,ひっくるめて分かりやすい｢産卵場所｣で統一し
たいと思う｡また,昼間の休息の場は,これまた土窟や
岩窟もあれば岩棚の場合もあり,体が隠れればいいとい
うだけの岩(写真1)のこともあるので,簡便な｢隠れ
家｣と表現したい｡無論｢隠れ家｣ - ｢産卵場所｣のこ
ともある(写真2)0

3　産卵場所の探索行動
繁殖期に動物が安全な繁殖の場を探すことは当然のこ
とである｡オオサンショウウオについては, Jtlの上流に

向かって｢産卵期移動｣が行われるものとされている｡
しかし,私.の調査水域では必ずしも起こる現象ではなく,
平常の調査範囲内で幾っかの産卵場所を発見している｡
また,上田(1988)によれば,逆に川を下ってきた個体
もいたそうである｡つまり,良い産卵場所がそこにあれ
ば探して歩き回る必要性がなく,そうでない場合には上
流や下流に移動しながら探さねばならないという,当然
の現象であると考えられる｡
ストーリーとしては面白いが,何が何でも遡上すると

いった誤解は改めねばならない｡ ｢産卵場所の探索行動｣
ということにしたい｡

4　繁殖行動
｢産卵行動｣や｢交尾騒動｣などの表現もみられるが

産卵はメスが行い,体外受精である本種は交尾を行わな
い｡排卵(写真3),放精という表現もよく使われるが
捨ててしまうようなニュアンスがあり, ｢産卵受精｣と
言ったほうが誤解がない｡繁殖期になるとオスの｢総排
出腔開口部｣周囲が明瞭に隆起してくる｡総排出腔は総
排滑腔,総排滑口,虻門,総虻門などの表現が使われて

写真3　測定時に力んで排卵したメス(卵はまだ吸水し
ていない)
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写真4　線排出腔の断面(繁殖期のオスで開口部周囲が
隆起している)

図2　繁殖期におけるオスのオオサンショウウオ
総排出腔の断面図
A:総排出腔　B:総排出腔腺　C:筋肉
Dニ隆起　E二開口部

いるが｢総排出腔｣に統一したい｡総排出腔開口部周囲
の｢隆起｣についても｢腫張｣と書かれたものがあるが,
旺門腺の発達による｢隆起｣と表記したい｡従来は私自
身も含めて多くの人が｢総排出腔周BfI｣が隆起すると言
う表現をしていた｡断面(図2 ･写真4)を見れば分か
るように誤りではないものの,少々くどくなるがより明
確な｢開口部｣という言葉を付けることにしたい｡

5　卵

オオサンショウウオの卵は,直径2OElm程のゼラチン様
の卵嚢に保護された直径5-8mmの卵黄からなる｡この
卵がゼラチン様の紐(連絡紐,卵紐,卵索)で数珠つな
ぎになっているが｢卵紐｣ (らんちゅう)としたい(写

真5)｡また,産卵の始めと終わりには卵黄の入ってい
ないゼラチン様の球体が数十個見られるが, ｢空胞｣と
表現したい(写真6)0
術化した後の孔が開いた殻は｢筋化殻｣と呼び,大水
や成体の動きにより,産卵場所から出てきてしまった卵
または卵塊を｢流出卵｣としたい｡

写真5　数珠つなぎになっている卵

写真6　卵黄の入っていない空胞と百円硬貨

6　卵を守るオス親
主,守卵雄,占有雄,デンマスターなどの呼び方がな
されているが｢主｣ (ぬし)としたいo ｢主｣は産卵場所
の整備を行い,訪れたメスが産卵し受精させた後は卵を
守り,幼生が川のなかに広く散る(｢分散｣)頃までそこ
にとどまる｡この間に, ｢つり出し｣ (針金の先に餌を付

けて食いっかせ,穴から引き出す)を行っても, ｢威嚇
行動｣のための噛みつきだけで,すぐに放してしまう｡
産卵期以外なら,一度食いっいた餌は絶対に離さないた
め,昼間の個体調査に｢つり出し｣は有効である｡
｢主｣は穴から出て活動することがあり,卵や幼生を

守る意識があるのかどうかよく分からない感じがするが,
この｢威嚇行動｣を考えると｢保護行動｣と言えるもの
であろう｡

穴の出入り口にはイモリやイシガメがうろうろしてい
ることがあるが,特に追い払う行動がなくとも巨体の
｢主｣が出入りすれば外敵も逃げ散るであろう｡平成6
年3月の昼間の調査では,穴の口の周辺で50匹の0才幼
生(前年の秋に僻化)を確認したが,昼間には姿の見え
なかったイモリが夜になると十数匹も集まってきていた
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のが印象的であった｡ ｢主｣による｢保護行動｣はどの
程度意識的なものかは不明だが,穴の中での動きは自然
に卵を揺り動かし,酸素をまんべんなく各卵に与える効
果があるだろう｡全身で卵塊を巻いていかにも守ってい
るかのようなイラストが書かれていたり,背中に載せて
守っていたなどの目撃談もあるが,単に卵塊の下にもぐ
り込んでいるだけのようだ｡
穴から出るときに卵塊の一部が外に出てしまってもそ
のままで,戻すことをしないのは本当に卵を守る意識が
あるとは考えにくい｡
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